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研究成果の概要（和文）：社会関係における規範の成立として、最も基本的な人間関係である友人関係に焦点を当て、
友人関係における非互恵的利他性の規範がいかにして形成されるかについて検討を行った。そこで「友人関係のかけが
えのなさ」に注目し，友人関係は互いに病気や怪我といった危機を管理するために，互いに代替不可能な関係を作るこ
とによって，非互恵的利他性の規範が形成されると予測した。
　研究の結果，かけがえのない関係を作ることが非互恵的利他性の信念を形成していることが明らかとなった。また，
友人からかけがえのない人と思われているかどうかをチェックするために，友人に対する協力の要請を間接的に行うこ
とが利用されることも明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We focused on friendships, which is the most fundamental of human relationships, 
and investigated the norms of non-reciprocal altruism in close friendships, in order to identify the 
mechanisms of social norm formation. We assumed that the mutual irreplaceability in friendship was a key 
concept predicting the formation of beliefs about non-reciprocal altruism. Helping friends with 
irreplaceable abilities or talents is an adaptive behavior, because such, mutual irreplaceable friends 
have a crisis management function of avoiding the risk of illnesses or injuries, by helping each other. 
Several studies have indicated that the formation of mutual irreplaceability increases the shared belief 
in non-reciprocal altruism. Also, it has been indicated that people use indirect requests for social 
support seeking, in order to assess whether their friends are true friends or not.

研究分野：社会心理学

キーワード： 社会規範　文化的信念　ソーシャルサポート

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 社会関係における規範の成立として、最
も基本的な人間関係である友人関係に焦点
を当てた。具体的には、友人関係における
非互恵的利他性の規範がいかにして 形成
されるかについて検討を行った。非互恵的
利他性の信念は、「友人に対しては相手に見
返りを期待せずに助けるべきだ」という信
念のことである。 
 進化心理学においては，友人関係のよう
な継続的な関係における協力行動は互恵的
利他主義による説明が行われてきた。互恵
的利他主義とは，協力する相手に限り協力
する，という限定的な利他主義のことであ
る。 
 しかし，友人関係では実際には，「相手が
協力してくれる限りにおいて協力する」と
いう考え方はむしろ敬遠される傾向にある
ことがわかっている(Clark & Mills, 1979)。
それでは，進化心理学と社会心理学の乖離
はどのように生じるのだろうか。 
 そこで注目したのが「友人関係のかけが
えのなさ」である。この考えでは，友人関
係は互いに病気や怪我といった危機を管理
するために，互いに代替不可能な関係を作
る，というものである。つまり相手の資源
に対する返報として協力するのではなく，
相手の存在そのものが危機管理機能という
資源として意味を持つため，相手が協力す
るしないにかかわらず協力する必要がある，
と考えられる 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は友人関係が，「人々が病気や怪我
などといった危機を管理するための装置で
ある」という友情の進化仮説に基づいて，
友人における非合計的利他性の規範が成立
するプロセスを検証することを目的とした。
具体的にはかけがえのない人を助けること
で、相手からもかけがえ のない人と思われ
ることで、互いにかけがえのない関係を形
成し、危機管理を行っていることを検証し
た。 
 また，他者からかけがえのない人と思わ
れるためには，他者への協力だけではなく，
他者からどのように協力を得るかも考える
必要がある。そこで，友人からの協力を要
請する方略についても検討を行った。 
 友人に対する援助の要請には，直接的要
求と間接的要求がある。日本においては，
とくにこの間接的要求が欧米に比べて多く
用いられる。 
 本研究の第二の目的として，友人への間
接的な要求がどのような機能を持っている
のか，友人のかけがえのなさ仮説都の関連
で検討する。 
 

３．研究の方法 
 
研究 1 
 友人ペアの調査を行った。217 名を対象
に、Web を用いた調査を行った。男性は
98名、女性は 119名であった。また年齢の
範囲は 15歳～69歳であった。 
 調査では、以下の尺度について回答を求
めた。友人達からのかけがえのなさ評価：
かけがえのなさ尺度（清水, 2012）を改編
し、「私の友人たちにとって、私はかけがえ
のない人である」などの 8項目を用いた（5
件法）。精神的健康：諸井(1996)の身体・精
神的健康尺度のうち、精神的健康を測定す
る 4項目（5件法）を分析に用いた。高得
点が健康であることを意味するように、得
点を逆転した。人生満足度：Diener et al. 
(1985)の人生満足度尺度を用いた(5 項目 5
件法)。この際、表現を「～である」を「～
だろう」といった未来形に変更した。 
 
研究 2 
 Web 調査を用いて日本全国 600 名をランダ
ムにサンプリングした。実験では，比較的よ
く会う友人を一人思い浮かべてもらい，回答
者が友人といるときに所持金が少ない状況
で，友人がお金を貸しくれるという場面を思
い浮かべてもらった。このとき，回答者のサ
ポート要求方法は参加者要因で操作した（要
求要因）。 
１．直接的要求条件：「ちょっと今お金ない
から貸してよ」 
２．間接的要求条件：「ちょっと今お金がな
いんだよね」 
３．丁寧要求条件：本報告では省略 
 従属変数は，相手がお金を貸してくれた利
他的意図（あなたのためを思って）と好意認
知（友人はあなたのことを大切に思ってくれ
ている）を測定した。その他，友人のかけが
えのなさ(清水, 2012)，自尊心（山本ら, 
1982）を測定した。 
 
研究 3 
 Web 調査によって 200 名をランダムサンプ
リングし、回答に不備のあるものを除外し、
最終的に 169 名のデータを得た。測定変数 
直接的要求と間接的要求の使用の程度をそ
れぞれ 4項目で測定し，それぞれの平均値を
用いた。また，関係流動性尺度(Yuki, et al., 
2007)によって人間関係の自由度を測定した。
因子分析の結果，「選択・離脱の自由度（の
低さ）」因子と，「出会いの多さ」因子の 2つ
に分かれた。以後，選択・離脱の自由度項目
の平均値を，「人間関係の自由度の低さ」得
点として用いた。そして，Hashimoto & 
Yamagishi (2013)の文化的自己観尺度によっ
て独立的，調和追求，悪評回避それぞれの自
己観を測定し，それぞれの平均値によって得
点化した。 
 



 
４．研究成果 
 
研究 1  
 Tooby & Cosmides（1996)は、死亡リスク
が高い環境では互恵的利他主義はパラドッ
クスに陥ると指摘する。それは本当に他者か
らの投資を必要とする人は返済能力が低い
ため、誰からも投資を受けられないという問
題(Banker’s Paradox)である。一方で彼ら
は、他の人が持っていない代替不可能な特性
や技術を持つことで、他者からの投資を受け
る可能性を高めることができると論じてい
る。なぜなら、そのような「代替不可能な資
源を持つ人＝かけがえのない人」が死んでし
まったら取り返しがつかない損失をこうむ
る可能性があるからである。よって、かけが
えのない人になることはもちろん、その「か
けがえのない他者」に対して、その人がいな
くならないよう、困っているときに助けるこ
とも適応的になりえる。ここに非互恵的利他
主義の適応価値がある。 
 次に清水・嘉志摩・浅野(2011)は、困って
いるときに利他行動を受けた側は、その相手
のことをかけがえのない他者だと評価する
ようになるだろうと予測した。なぜなら、１．
困っているときは返報することが難しいた
め、そのときの利他行動は非常にコストがか
かる。２．返報性が期待できないコストの大
きな利他行動は、互恵性ではなく「自分を助
けるために行動した」ことをシグナリングす
る、３．返報を期待せずに自分を助けてくれ
る人が少数であるなら、自分にとってもその
人が「かけがえのない他者」であると評価す
る、と考えられるからである。実際、清水ら
(2011)や清水（2012）は、返報性が期待でき
ない状況の援助行動が「自分のためを思って
助けてくれた」という NRA の意図を高めるこ
と、またこの NRA 意図がかけがえのなさを高
めることを明らかにした。このとき、返報性
を期待する互恵的利他主義に基づく意図（RA
意図）ではかけがえのなさはむしろ低下する
傾向があった。 
 上記のような、かけがえのなさ評価のメカ
ニズムがあるなら、かけがえのなさの評価は
相互性が形成されると予想される。それは、
１．かけがえのない人が困っていたら、助け
る→２．困っているときに助けられたら NRA
意図を検知する→３．相手をかけがえなく思
う→１’．かけがえのない人が困っていた
ら・・・というようにループを形成するから
である。 
 これまでの議論から、相互のかけがえのな
さ評価の形成は、友人関係に「困ったときに
助け合う」という危機管理機能を成立させる
と考えられる。つまり、相互にかけがえのな
さ評価が高い友人関係は、「困ったときは助
けてもらえる」という NRA 信念を共有し、さ
らに心理的な適応も高くなるだろう。なぜな
ら、病気や怪我といったアクシデントは完全

に回避することができないため、そういった
危機のときにいつでも助けてくれる他者が
いることは適応上、不可欠だからである。相
互のかけがえのなさが高い状態は、自分たち
の関係がこういった危機管理機能を持って
いることを示すバロメーターになっている
可能性がある。 
 これらの議論から，困っているときの利他
行動が相互のかけがえのなさを形成し、結果
としてNRA信念や心理的適応を高めることを
検証した。 
 マルチレベル分析の結果、予測は支持され、
相互のかけがえのなさは共有されたNRA信念
とペアの心理的適応と強く関連した。また、
互いの援助行動が直接に主観的幸福感や NRA
信念を形成するのではなく、相互のかけがえ
のなさが媒介したことは、本研究の予測を強
く支持するものである。 
 これらの結果は、相互のかけがえのなさが
形成されることによって、友人関係が「いつ
でも助けてもらえる」という危機管理の機能
を持つようになることを示唆している。 
 
研究 2 
 研究 2では，以下で論じるように，友人へ
の間接的要求が，友人が自分にとってかけが
えのない友人であるか否かを査定する機能
がある可能性に注目した。 
 東アジアでは，明示的なサポート要求をし
て相手がそれに応じてくれた場合，「相手が
自分のためを思って助けてくれた」のか，「頼
まれたから断れなかったから助けてくれた」
のか，その意図を区別できない。なぜなら，
東アジア文化では関係が固定的であること
から関係悪化はリスクが高く，サポート要求
を拒否できないからである。一方，サポート
要求の意図を明示的にしない間接的要求で
は，相手がそれに応じてくれた場合，直接的
に要求する場合に比べて「自分のためを思っ
てくれた」という意図を帰属でき，相手が真
の友人であることを査定できる。 
 さらに，東アジアのように関係流動性が低
く、友人選択の自由度が小さい場合、仲間集
団内で自分を裏切るかもしれない人が共存
していると考えられる (Adams, 2005;竹村・
佐藤, 2012,)。そのため，自分が困っている
時に真に助けてくれる友人を弁別する必要
性が高い。 
 これらを踏まえると，東アジアの人々は西
欧の人々に比べて，たとえサポート需要の成
功率が低くても，間接的要求を行うメリット
があると考えられる。 
 そこで，間接的要求が直接的要求と比べて
１．相手の利他的な意図を帰属しやすく，２．
相手が自分を大切に思ってくれていると知
覚しやすい，ことを検証した。 
 利他的意図を従属変数，要求要因と友人の
かけがえのなさを独立変数とした順序回帰
分析を行った（性別・年齢・自尊心を統制）。
結果，要求要因の効果が有意(B = 0.27, p 



< .05)で，間接的要求のほうが利他的意図を
感じていた。また，好意認知を従属変数とし
た順序回帰分析でも要求要因の効果が有意
で(B = 0.31, p < .05)，間接的要求のほう
が高かった。また，かけがえのなさの交互作
用はすべて非有意だった。 
 次に，利他的意図を媒介変数，好意認知を
従属変数とした順序媒介分析を行った。結果，
利他的意図は受容認知と要求要因の効果を
完全に媒介した。 
 この結果から，日本において直接的にサポ
ートを要求するよりも，間接的に要求するほ
うが友人からの好意を知覚することができ
るメリットがあるといえる。 
 
研究 3 
 本研究では，人間関係の自由度が低い環境
において間接的要求の使用が促進されてい
るのかを検討した。また，その効果が，悪評
回避的な文化的信念によって媒介されるか
否かを合わせて検討した。これは，人間関係
が固定的な環境において，「関係悪化を避け
る傾向が間接的要求の使用を促進する」こと
を検討していることに相当する。 
 その際，本研究では地域単位における人間
関係の自由度および文化的信念の効果を検
討する。その理由は，１．人間関係の自由度
は環境的要因であること，２．自分だけでは
なく，相手も悪評回避の傾向を持っているこ
とを知っていることが仮説の前提となって
いること，が挙げられる。 
 そこで，人間関係の自由度の低さが悪評回
避的な文化的信念を高め，それによって間接
的要求の使用が促進されるかどうかを検討
した。 
 まず，回答者の居住地域の都道府県を 9地
方（北海道，東北，関東，北陸，中部，近畿，
中国，四国，九州）に分類し，級内相関係数
を算出したところ，選択・離脱の自由度
（ICC=.09）以外に，悪評回避（ICC=.08），
間接的要求の使用（ICC=.07）の級内相関が
有意(ps < .05)となった。また独立的自己観
と直接的要求は，級内相関が負の値となった。
そこでマルチレベル構造方程式モデルを用
いて，個人レベルと地方レベルに分けてモデ
ルを推定した。ただし，直接的要求と独立的
自己観は級内相関が負であったので地方レ
ベルの分析には用いていない。 
 まず，直接的要求，間接的要求それぞれを
目的変数，人間関係の自由度の低さを説明変
数としたパス解析を行った。結果，個人レベ
ルでは直接的要求，間接的要求ともに正で有
意なパスが得られた（直接：B= 0.17, 間接： 
B = 0.33, p < .01）。地方レベルでは，間接
的要求のみについて正で有意な効果が得ら
れた(B = 1.32, p < . 01)。 
 続いて，文化的自己観を説明変数としたパ
ス解析を行った(表 1)。個人レベルでは，直
接的要求は独立と調和追及に正の，悪評回避
とは負の関連が見られた。一方，間接的要求

に対しては，悪評回避と正の有意な効果が見
られた。地方レベルにおいても同様に，間接
的要求は悪評回避のみから正の有意の影響
があった。また，人間関係の自由度の低さは
個人レベルでは直接パスが有意であったが，
地方レベルでは有意ではなかった。 
 続いて，人間関係の自由度の低さと間接的
要求の使用の関連を，悪評回避が媒介してい
るかを検討した。結果，間接効果は個人レベ
ル，地方レベルともに有意であった。個人レ
ベルでは部分媒介が，地方レベルでは完全媒
介が成立した。このことから，人間関係の自
由度の低い地方では，悪評回避的な信念が共
有され，間接的要求を使用が促進されること
が示唆される。 
 地方単位の分析において，人間関係の自由
度の低さが間接的要求の使用と関連があっ
たことから，社会生態学的な環境がその地方
の人々のコミュニケーションスタイルを規
定していることを示しているといえる。また，
その影響は，地方で共有されている悪評回避
的な文化的信念によって媒介された。すなわ
ち，人間関係の自由度の低い環境が，周りの
人に嫌われないようにふるまわなければな
らないという信念を共有させ，間接的要求の
使用を促進させていることが示唆される。 
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